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は じ め に    

 

昭和２９年生まれの同級生の手記を中心に昨年８月に刊行した『渥美半島の昭和』は、田原市

内外の多くの方々に読んでいただき、続編を望む声が寄せられるなど好評でした。戦後間もな

い頃についても、もっと知りたいという声をいただいたことは、当時を知る方々が健在のうちに

記録しておかなければと新たな使命感を感じました。 

今回の『渥美半島の戦後』は、先回十分に集録しきれなかった戦後の渥美半島のくらしについ

て、諸先輩方に貴重な体験を快く綴っていただき発刊することができました。 

昭和２０年代の日本は、終戦直後の緊迫した食糧難や混乱から、昭和２５年に始まった朝鮮戦

争の特需により復興の道をようやく歩み始めました。戦時中の都会からの疎開、戦後の引揚者

や復員兵などで渥美郡の人口は急増しました。本書には、都会からやって来た食糧買出し、進駐

軍の駐屯、新制中学校の建設、農地開拓、農家のイモ景気、豊漁が続いた地引網など、当時のく

らしの様子を幅広く収めることができました。 

亀山小学校に勤務していた小久保豊氏が、昭和６１年に地域教材として作成された「西山の開

拓」も巻末に収録させていただくことができました。これは、陸軍伊良湖試験場跡に終戦直後か

ら入植し、苦難の末に開拓された８名の方々の体験談を記録した渥美郡の貴重な歴史資料です。 

昭和３０年代に入ると、「もはや戦後ではない」と言われるほど、日本経済はめざましい高度成

長の時代を迎え、後半には白黒テレビ・冷蔵庫・洗濯機などが渥美郡の家庭にも急速に普及して

いきました。牛車や木炭バスが通っていた砂利道を、耕耘機やホンダカブが行き交うようになり、

やがてマイカー時代が訪れ、水溜まりのあった砂利道はアスファルトの舗装道路に変わっていき

ました。豊川用水が完成した昭和４３年には、日本は世界第２位の経済大国にまで発展を遂げて

いったのです。 

私たちは、親や祖父母たちの世代が歩んでこられた昭和の時代を若い世代に伝えるとともに、

渥美半島の歴史と文化を市内外へ広く発信したいと思います。 

本書では鈴木政一（１９１５～１９９１）氏が残された戦後の田原市の貴重な写真を数多く使わせ

ていただいています。政一氏は大正４年に田原町殿町で生まれ、幼少期より写真撮影に興味を

持ち、昭和８年（1933）から田原町内の風景や生活を撮影されました。また、本文中の出典のな

い写真については、執筆者から原稿とともに提供いただいたものです。 
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昭和 西暦 渥   美   郡   の   あ   ゆ   み 

１９ 1944 B29爆撃機による日本本土空襲始まる（6月）  東南海地震発生（12月） 

20 1945 

三河地震発生(1月)  怒部隊が渥美半島に駐屯（4月）   

米艦載機Ｐ51が渥美線電車を襲撃（8月）   

太平洋戦争(大東亜戦争)終戦(8月)  買出し部隊が渥美半島に殺到 

21 1946 
西山地区の陸軍伊良湖試験場跡地開墾開始（5月）  

でんぷん工場が各地に新設 

22 1947 
日本国憲法施行（5月）  6.3.3制教育実施（3月）  

新制中学校設立（4月）  野田保育所開設（5月）  学校給食開始     

2３ 

 

1948 

田原町に自治警察署設置 (3月) 〔昭和２９年まで〕  

成章中学校（５か年修業）が愛知県立成章高等学校になる（4月） 

保育園設置  堀切地区で電照菊栽培始まる  伊良湖避難港工事始まる 

福江女子実業学校が福江高等学校になる 

24 1949 農林省が豊川用水事業に着手（宇連ダム建設工事始まる）  

25 1950 
朝鮮戦争勃発（6月）  豊川用水起工式（12月）  

サトウキビ栽培ピークに  表浜で機械船を導入 

26 1951 
愛知県立渥美農業高等学校開校（4月） 

サンフランシスコ平和条約、日米安全保障条約調印（9月） 

27 1952 高松一色地区で畑地灌漑事業実施（10月）〔昭和３０年まで〕 

28 1953 

13号台風襲来（９月）   

石門―骨山―恋路ヶ浜―伊良湖港の観光道路開通（9月） 

表浜の地引網不振に  赤羽根漁港整備工事に着手 

29 1954 
田原ホテル開業（3月）  神武景気が始まる（12月）   

サツマイモでんぷん製造やマオラン栽培活況に  

30 1955 

田原町・神戸村・野田村が合併し新田原町が誕生（1月） 

福江町・伊良湖岬村・泉村が合併し渥美町が誕生（4月） 

大相撲吉葉山一行の興行（10月）   高度経済成長期に入る   

31 1956 
農林省の伊良湖開拓事業（西山開拓）完了（9月）   

日本が国連加盟（12月）  経済白書「もはや戦後ではない」と規定 

32 1957 ソ連人工衛星打ち上げ成功（1月） 

33 1958 

赤羽根村が赤羽根町に（1月）  「月光仮面」放映（2月） 

田原町役場が南番場の現在地に移転（5月）   

動力耕耘機が普及し始める  テレビ受像機を持つ家庭が増えてきた   

34 1959 
『週刊少年マガジン』『週刊少年サンデー』創刊（3月）   

伊勢湾台風来襲（９月）  プロパンガスが各家庭に普及し始める 

35 1960 白谷トンネル開通（5月）  カラーテレビ本放送始まる 
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36 1961 渥美フラワーセンター開園（2月）  六連久美原でプリンスメロンを導入 

37 1962 
第１次農業構造改善事業開始（5月）  田原町に集中豪雨（７月） 

神戸中学校と同六連分校廃止し東部中学校開校（10月）   

38 1963 
伊良湖港完成（3月）  田原警察署が現在地に新築移転（4月） 

白木屋スーパーマーケット開店（12月）  蔵王山吉胡側観光道路完成  

39 1964 

名神高速道路開通（9月）  東海道新幹線が開業（10月）   

東京オリンピック大会開催（10月）  蔵王山展望台完成（10月）   

伊良湖－鳥羽間フェリーボート就航（11月）  渥美たくあんが活況 

40 1965 伊良湖海水浴場オープン（7月） 

41 1966 

片浜海水浴場が港造成のため閉鎖（7月）  

集中豪雨が発生し大きな被害（10月）    

カラーテレビ、カー、クーラーが新三種（３Ｃ）の神器となる 

42 1967 
田原湾埋立工事の起工式（1月）   

ダイヤル式黒電話が普及し自動化（2月） 

43 1968 

田原北部小学校と田原西部小学校が統合し童浦小学校に（4月） 

東名高速道路開通（４月）  豊川用水が完成し全面通水（5月）   

伊良湖ビューホテルオープン（5月） 

 

昭和・平成の大合併による渥美郡の変遷 

昭和３０年の大合併で、田原町・神戸村・野田村が合併して田原町となり、福江町・伊良湖岬村・泉村が合併して渥

美町になった。それまで渥美郡に入っていた渥美半島東部の二川町・高豊村・老津村と杉山村（六連は分割し田原

町に編入）が豊橋市に編入したため、渥美郡は渥美半島西部の田原・赤羽根・渥美の３町に縮小した。さらに平成

の大合併で、渥美郡 3町が合併し田原市が誕生した。 

昭和３1年当時の渥美郡全図 


